
た
つ
み

か
ず

ゆ
き

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

巽

和

行

専
攻
学
科
目

無
機
化
学
・
錯
体
化
学

生

年

月

昭
和
二
四
年

一
月

略

歴

昭
和
四
六
年

三
月

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
化
学
工
学
科
卒
業

同

五
一
年

三
月

大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同

五
一
年

三
月

工
学
博
士

同

五
二
年

二
月

米
国
テ
キ
サ
ス
Ａ
＆
Ｍ
大
学
博
士
研
究
員

同

五
四
年

六
月

米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
博
士
研
究
員

同

五
七
年

四
月

大
阪
大
学
理
学
部
助
手

同

六
二
年

四
月

ス
イ
ス
連
邦
工
科
大
学
（
ロ
ザ
ン
ヌ
）
客
員
教
授

平
成

三
年

四
月

大
阪
大
学
基
礎
工
学
部
助
教
授

同

六
年

四
月

名
古
屋
大
学
理
学
部
教
授

同

八
年

四
月

名
古
屋
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
教
授

同

一
〇
年

四
月

名
古
屋
大
学
物
質
科
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

同

一
五
年
一
〇
月

名
古
屋
大
学
物
質
科
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
長
（
平
成
二
五
年
三
月
ま
で
）

同

二
五
年

四
月

名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

同

二
五
年

四
月

名
古
屋
大
学
物
質
科
学
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー
特
任
教
授
（
現
在
に
至
る
）

五



工
学
博
士
巽

和
行
氏
の
「
還
元
系
金
属
酵
素

活
性
中
心
の
生
物
無
機
化
学
に
関
す
る
研
究
」

に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

生
命
活
動
は
自
然
の
巧
み
な
仕
組
み
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
駆

動
力
の
一
つ
が
金
属
酵
素
で
あ
り
、
活
性
中
心
に
存
在
す
る
微
量
の
金
属
元
素

が
複
雑
な
酵
素
機
能
の
中
核
的
役
割
を
担
う
。
特
に
、
温
和
な
条
件
下
で
窒
素

分
子
を
ア
ン
モ
ニ
ア
に
還
元
す
る
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
、
水
素
分
子
を
可
逆
的
に

プ
ロ
ト
ン
と
電
子
に
変
換
す
る
ヒ
ド
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
、
一
酸
化
炭
素
と
メ
チ
ル
コ

バ
ラ
ミ
ン
お
よ
び
補
酵
素
系A

’

（C
oA

）
か
ら
ア
セ
チ
ルC

oA

を
合
成
す
る
ア

セ
チ
ルC

oA

合
成
酵
素
な
ど
、
優
れ
た
機
能
を
担
う
還
元
系
金
属
酵
素
の
生

化
学
研
究
が
最
近
よ
う
や
く
進
展
し
、
複
雑
で
ユ
ニ
ー
ク
な
金
属
ク
ラ
ス
タ
ー

活
性
中
心
の
構
造
と
機
能
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
還
元
系
酵
素
群

の
優
れ
た
機
能
に
は
現
代
科
学
が
学
ぶ
べ
き
自
然
の
神
秘
が
凝
縮
さ
れ
て
お

り
、
活
性
中
心
の
構
造
―
機
能
相
関
な
ど
に
関
す
る
化
学
研
究
の
必
要
性
が
強

く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

巽

和
行
氏
は
、
遷
移
金
属
錯
体
の
構
造
と
触
媒
機
能
に
関
す
る
分
子
軌
道

理
論
研
究
の
成
果
を
指
導
原
理
と
し
、
我
が
国
の
伝
統
的
に
優
れ
た
錯
体
化
学

の
高
度
な
合
成
力
を
基
盤
と
し
て
、
独
自
の
遷
移
金
属－

硫
黄
ク
ラ
ス
タ
ー
錯

体
の
合
成
方
法
を
開
拓
し
た
。
そ
し
て
、
還
元
系
金
属
酵
素
の
複
雑
か
つ
不
安

定
な
ク
ラ
ス
タ
ー
活
性
中
心
の
モ
デ
ル
化
合
物
の
合
成
を
達
成
す
る
と
と
も

に
、
電
子
特
性
や
反
応
性
を
明
ら
か
に
し
て
、
還
元
系
金
属
酵
素
の
活
性
中
心

に
関
す
る
生
物
無
機
化
学
研
究
に
お
い
て
世
界
を
牽
引
す
る
卓
越
し
た
成
果
を

上
げ
た
。
主
な
研
究
業
績
の
概
略
を
以
下
に
示
す
。

（
１
）
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
活
性
中
心
の
合
成
と
電
子
特
性

ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
の
活
性
中
心
に
存
在
す
る
金
属
硫
黄
ク
ラ
ス
タ
ー
の
合
成

は
多
く
の
研
究
者
に
よ
り
試
み
ら
れ
た
が
、
骨
格
構
造
が
複
雑
か
つ
不
安
定
な

た
め
成
功
し
て
い
な
か
っ
た
。
巽
氏
は
ト
ル
エ
ン
な
ど
の
非
極
性
溶
媒
中
で
鉄

ア
ミ
ド
錯
体
に
か
さ
高
い
チ
オ
ラ
ー
ト
配
位
子
と
硫
黄
を
導
入
し
て
、
遷
移
金

属
硫
黄
ク
ラ
ス
タ
ー
錯
体
を
構
築
す
る
独
自
の
合
成
方
法
を
開
拓
し
、
こ
れ
ま

で
化
学
合
成
が
不
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
た
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
Ｐ
―

ク
ラ
ス
タ

ー
の
鉄－

硫
黄
骨
格
構
造
の
構
築
に
初
め
て
成
功
し
た
。
次
い
で
そ
の
電
子
特

性
を
明
ら
か
に
し
、
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
Ｐ
―

ク
ラ
ス
タ
ー
の
二
段
階
酸
化
還
元

過
程
で
中
間
酸
化
状
態
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
メ
ス
バ
ウ
ワ
ー

ス
ペ
ク
ト
ル
解
析
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ス
タ
ー
中
に
存
在
す
る
八
つ
の
鉄
原
子
の

う
ち
酸
化
還
元
に
関
わ
る
二
つ
の
鉄
原
子
の
位
置
を
特
定
す
る
成
果
を
上
げ

た
。
さ
ら
に
、
鉄
原
子
の
酸
化
状
態
と
ク
ラ
ス
タ
ー
骨
格
の
構
造
相
関
を
見
出

二
〇



し
た
。
一
方
、
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
に
存
在
し
、
窒
素
を
固
定
す
る
機
能
を
担
う

と
考
え
ら
れ
て
い
る
鉄－

モ
リ
ブ
デ
ン
補
酵
素
﹇FeM

o-co

﹈
の
骨
格
構
造
に

最
も
近
い
﹇1M

o4Fe9S

﹈
ク
ラ
ス
タ
ー
お
よ
び
﹇8Fe6S1O

﹈
ク
ラ
ス
タ
ー
を

合
成
す
る
と
と
も
に
、﹇FeM

o-co

﹈
骨
格
と
Ｐ
―

ク
ラ
ス
タ
ー
骨
格
構
造
を
関

連
づ
け
る
﹇8Fe7S
﹈
型
ク
ラ
ス
タ
ー
の
合
成
を
達
成
し
た
。
後
者
の
ク
ラ
ス
タ

ー
は
、
鉄
原
子
の
み
を
含
む
と
さ
れ
る
構
造
未
決
定
の
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
活
性

中
心
の
鉄－

鉄
補
酵
素
﹇FeFe-co
﹈
モ
デ
ル
と
し
て
も
興
味
が
も
た
れ
る
。

（
２
）﹇N

iF
e

﹈
ヒ
ド
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
活
性
中
心
の
合
成
と
反
応
モ
デ
ル

酸
化
型
お
よ
び
還
元
型
﹇N

iFe

﹈
ヒ
ド
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
の
活
性
中
心
の
構
造
を

高
い
精
度
で
再
現
す
る
、
一
連
の
チ
オ
ラ
ー
ト
架
橋
ニ
ッ
ケ
ル－

鉄
二
核
モ
デ

ル
錯
体
群
を
得
る
独
自
の
低
温
合
成
経
路
を
開
拓
し
た
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば

鉄
部
位
に
一
酸
化
炭
素
と
シ
ア
ニ
ド
配
位
子
を
あ
わ
せ
も
つ
ニ
ッ
ケ
ル
（
Ⅱ
）

－

鉄
（
Ⅱ
）
二
核
モ
デ
ル
錯
体
を
合
成
し
、
酸
化
型
ヒ
ド
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
の
赤
外

吸
収
ス
ペ
ク
ト
ル
デ
ー
タ
を
再
現
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、
還
元
型
ニ

ッ
ケ
ル
（
０
）－

鉄
（
Ⅱ
）
二
核
モ
デ
ル
錯
体
お
よ
び
阻
害
型
一
酸
化
炭
素
モ

デ
ル
錯
体
の
合
成
も
達
成
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
ル
フ
ィ
ド
が
架
橋
し
た
タ
ン
グ

ス
テ
ン－

ル
テ
ニ
ウ
ム
お
よ
び
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム－

ル
テ
ニ
ウ
ム
二
核
錯
体
お
よ

び
イ
リ
ジ
ウ
ム
チ
オ
ラ
ー
ト
錯
体
を
合
成
し
、
金
属
間
ま
た
は
金
属－

硫
黄
結

合
に
お
い
て
水
素
分
子
が
ヘ
テ
ロ
リ
テ
ィ
ッ
ク
に
解
裂
す
る
、
ヒ
ド
ロ
ゲ
ナ
ー

ゼ
機
能
に
対
応
す
る
反
応
を
見
出
し
た
。

（
３
）
ア
セ
チ
ルC

o
A

合
成
酵
素
活
性
中
心
の
合
成
と
酵
素
機
能
モ
デ
ル

酵
素
中
の
ア
ミ
ノ
酸
配
位
環
境
を
再
現
す
るS2N

2

型
環
状
配
位
子
を
導
入

し
、
一
連
の
二
核
ニ
ッ
ケ
ル
モ
デ
ル
錯
体
の
合
成
で
前
例
の
な
い
成
果
を
上
げ

た
。
例
え
ば
、
ニ
ッ
ケ
ル
（
Ⅱ
）
に
配
位
し
たS2N

2

型
環
状
分
子
の
硫
黄
原
子

周
辺
部
に
、
か
さ
高
い2,6

―

ジ
メ
シ
チ
ル
フ
ェ
ニ
ー
ル
チ
オ
ラ
ー
ト
（SD

m
p

）

を
も
つ
ニ
ッ
ケ
ル
（
Ⅱ
）
メ
チ
ル
錯
体
が
結
合
し
た
、
酵
素
反
応
中
間
体
の
モ

デ
ル
と
な
る
ニ
ッ
ケ
ル
（
Ⅱ
）（S2N

2

）－

ニ
ッ
ケ
ル
（
Ⅱ
）
型
二
核
錯
体
を
合

成
し
、
こ
の
錯
体
が
一
酸
化
炭
素
と
反
応
し
て
ア
セ
チ
ルSD

m
p

を
生
成
す
る

こ
と
を
見
出
し
た
。
一
方
、
こ
の
反
応
で
生
じ
る
ニ
ッ
ケ
ル
（
Ⅱ
）（S2N

2

）－

ニ
ッ
ケ
ル
（
０
）
型
二
核
錯
体
の
ニ
ッ
ケ
ル
（
０
）
部
位
を
、
酵
素
反
応
で
使

わ
れ
る
メ
チ
ル
コ
バ
ラ
ミ
ン
の
モ
デ
ル
と
な
る
メ
チ
ル
コ
バ
ル
ト
錯
体
を
用
い

て
メ
チ
ル
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、SD

m
p

を
再
度
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
酵

素
反
応
中
間
体
の
モ
デ
ル
二
核
ニ
ッ
ケ
ル
錯
体
を
再
生
す
る
こ
と
に
成
功
し
、

ア
セ
チ
ル－

C
oA

合
成
酵
素
の
酵
素
反
応
サ
イ
ク
ル
の
モ
デ
ル
を
完
成
さ
せ

た
。以

上
の
よ
う
に
、
巽

和
行
氏
は
こ
れ
ま
で
極
め
て
困
難
と
さ
れ
て
い
た
還

元
系
金
属
酵
素
の
ク
ラ
ス
タ
ー
活
性
中
心
の
化
学
合
成
を
も
と
に
、
酵
素
機
能

を
化
学
的
に
解
明
す
る
学
術
的
基
盤
を
確
立
す
る
な
ど
、
従
来
の
概
念
を
越
え

る
独
自
の
生
物
無
機
化
学
研
究
を
展
開
し
、
関
連
す
る
生
化
学
分
野
の
発
展
に

二
一



も
貢
献
す
る
成
果
を
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
業
績
に
よ
り
、
井
上
学
術
賞
（
一
九

九
八
年
）、
フ
ン
ボ
ル
ト
賞
（
二
〇
〇
四
年
）、
日
本
化
学
会
賞
（
二
〇
〇
六

年
）、
サ
イ
ボ
ル
ト
賞
（
二
〇
一
一
年
）、
独
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
名
誉
博
士
号

（
二
〇
一
一
年
）
な
ど
が
授
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二
〇
一
二
年
よ
り
、
世
界
の

化
学
を
代
表
す
る
組
織
で
あ
る
国
際
純
正
応
用
化
学
連
合
（IU

PA
C

）
の
会
長

を
務
め
て
い
る
。
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